
一
七

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

此
物
は
他
物
に
非
ず

　
　
―
―
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」
―
―

水  

津  

有  

理

　
北
宋
の
詩
人
・
王
安
石
（
一
〇
二
一
―
一
〇
八
六
）
に
、
自
ら
の
肖
像
画
に
つ
い
て
詠
ん
だ
絶
句
二
首
が
あ
る
。
南
京
郊
外
の
鍾
山
に

隠
棲
し
た
晩
年
に
書
か
れ
た
五
絶
「
傳
神
自
讃
」（
『
李
壁
注
』
巻
四
〇
）
と
七
絶
「
真
讃
」（
同
・
巻
四
三
）
で
あ
る

（
1
）

。

　「
真
を
写
す
」
も
の
と
し
て
「
写
真
」「
画
真
」、
ま
た
「
神
を
伝
え
る
も
の
」
と
し
て
「
伝
神
」
な
ど
の
語
で
呼
ば
れ
る
肖
像
画
は
、

古
く
は
皇
帝
や
建
国
の
功
臣
、
優
れ
た
学
士
な
ど
一
部
の
「
王
公
権
貴
」
の
も
の
だ
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
に
前
漢
・
宣
帝
が
描
か
せ
た

麒
麟
閣
の
功
臣
図
、
ま
た
唐
の
太
宗
が
閻
立
本
に
描
か
せ
た
と
い
う
凌
煙
閣
二
十
四
功
臣
図
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
「
早
に
須
ら

く
我
を
山
巌
の
裏
に
置
け
、
是
れ
麒
麟
閣
に
上
る
人
に
あ
ら
ず
」（
北
宋
・
陳
師
道
「
写
真
〔
画
師
を
い
う
〕
禧
道
人
に
贈
る
」、『
後
山
集
』

巻
八
）、「
凌
煙
閣
に
上
る
べ
き
功
無
く
ば
、
留
取
し
て
雲
山
の
静
な
る
処
に
看
よ
」（
北
宋
・
范
仲
淹
「
道
士
・
程
用
之 

余
が
為
に
神

を
伝
え
因
り
て
題
す
」、『
范
文
正
公
集
』
巻
四
）、「
勳
名
の
将
相 
今
何
ぞ
限
ら
ん
、
往
き
て
写
せ
褒
公
と
鄂
公
と
を
」（
「
写
真 

何
充
秀

才
に
贈
る
」、
北
宋
・
蘇
軾
『
蘇
軾
詩
集
合
注
』
巻
十
二
。「
褒
公
」「
鄂
公
」
は
凌
煙
閣
に
描
か
れ
た
功
臣
、
段
志
玄
と
尉
遅
敬
徳
）
な

ど
、
の
ち
の
写
真
詩
に
も
繰
り
返
し
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
白
居
易
の
肖
像
画
が
集
賢
殿
御
書
院
に
、
北
宋
・
宋そ

う

祁き

の
そ
れ
が

三
十
八
名
の
名
臣
と
と
も
に
思
賢
閣
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
さ
れ
た
詩
文
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
2
）

。



一
八

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
三
十
七
号

唐
宋
以
降
、
肖
像
画
は
士
大
夫
の
あ
い
だ
に
広
く
流
行
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
自
ら
の
肖
像
画
に
書
き
添
え
た
自
讃
詩
や
、
友
人
・
知
人
の

肖
像
に
寄
せ
た
詩
、
描
か
れ
た
詩
人
と
描
い
た
画
家
の
交
流
を
示
す
作
品
な
ど
が
数
多
く
作
ら
れ
た

（
3
）

。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
生
涯

に
わ
た
り
複
数
の
肖
像
画
を
有
し
、
ま
た
そ
れ
に
因
む
詩
を
詠
ん
だ
中
唐
の
詩
人
・
白
居
易
で
あ
る
が

（
4
）

、
北
宋
に
入
る
と
こ
う
し
た
写
真
詩

の
制
作
は
数
量
・
内
容
と
も
に
前
時
代
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
活
況
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
南
宋
で
は
自
ら
の
肖
像
に
題
し
た
作
品
を

四
〇
首
も
遺
し
た
周
必
大
の
よ
う
な
人
物
も
現
れ
た

（
5
）

。
南
宋
の
名
相
で
あ
り
文
壇
の
盟
主
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
八
十
近
く
ま
で
生
き
た
周

必
大
に
、
肖
像
画
を
描
く
機
会
や
彼
の
画
賛
を
求
め
て
肖
像
を
描
く
人
々
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
清
・
厲
鶚
『
宋
詩

紀
事
』
巻
五
一
に
は
科
挙
合
格
後
に
お
仕
着
せ
の
よ
う
な
衣
装
を
着
て
肖
像
画
に
収
ま
っ
た
自
分
を
、「
清
狂
を
質
に
入
れ
、
顛て

ん

狂
を
売
り

払
っ
て
」
新
装
束
を
手
に
入
れ
た
と
、
や
や
自
虐
的
に
描
い
た
次
の
よ
う
な
作
品
も
収
め
ら
れ
、
流
行
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　
落
魄
江
湖
十
二
年
　
布
衫
闊
袖
裹
風
烟
　
　
江
湖
に
落
魄
す
る
こ
と
十
二
年
、
布
衫 

闊
袖 

風
烟
を
裹つ

つ

む

　
　
如
今
各
樣
新
裝
束
　
典
却
清
狂
賣
却
顛
　
　
如
今 

各
様
の
新
装
束
、
清
狂
を
典
却
し
顛
を
売
却
す
　

 

（
南
宋
・
李
南
金
「
登
第
後
、
画
師 

冠
裳
を
以
て
真
を
写
し
戯
れ
に
題
す
」
）

ま
た
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
「
着
色
人
物
画
」（
作
者
未
詳
、
十
二
世
紀
頃
）
に
は
、
自
室
の
榻
の
上
で
く
つ
ろ
ぐ
画
中
人
物

の
背
後
に
、
ほ
ぼ
相
似
形
の
肖
像
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
、「
写
真
」
が
文
人
の
私
的
空
間
を
構
成
す
る
も
の
の
一
要
素

で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

（
6
）

。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
詩
人
・
王
安
石
が
描
か
れ
た
自
己
を
ど
の
よ
う
に
み
つ
め
、

現
身
の
「
我
」
と
、
描
か
れ
た
像
の
は
ざ
ま
に
何
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
写
真
詩
は
詩
の
作
者
と
描
か
れ
た
対
象
と
の
関
係
か
ら
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
人
の
肖
像
画
を
詠
ん
だ
も
の
（
「
題

他
人
写
真
詩
」
）、
自
ら
の
肖
像
に
つ
い
て
い
う
も
の
（
「
題
本
人
写
真
詩
」、「
自
題
写
真
詩
」
）
で
あ
る

（
7
）

。
前
者
は
た
と
え
ば
唐
・
王
維

が
母
方
の
従
弟
・
崔
興
宗
の
肖
像
画
に
題
し
た
「
崔
興
宗
寫
真
詠
」（
『
全
唐
詩
』
巻
一
二
八
）、
宋
代
で
は
梅
堯
臣
が
詩
友
・
欧
陽
脩
の

肖
像
を
詠
ん
だ
「
觀
永
叔
畫
真
」（
『
梅
堯
臣
集
編
年
校
注
』
巻
十
八
）、
ま
た
欧
陽
脩
が
左
遷
さ
れ
て
滁
州
に
あ
っ
た
と
き
、
先
の
知
州
・



一
九

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

王
禹
偁
（
字
・
元
之
）
を
追
慕
し
て
詠
ん
だ
「
書
王
元
之
畫
像
側
」（
『
文
忠
集
』
巻
十
一
）
な
ど
を
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
い

ず
れ
も
清
・
陳
邦
彦
『
御
定
歴
代
題
画
詩
類
』
巻
五
四
「
写
真
類
」
に
採
る
）。
対
す
る
後
者
は
白
居
易
の
「
自
題
寫
真
」（
『
全
唐
詩
』

巻
四
二
九
）、「
題
舊
寫
真
詩
」（
同
巻
四
三
〇
）、「
香
山
居
士
寫
真
」（
同
巻
四
五
九
）
な
ど
を
嚆
矢
と
し
、
北
宋
・
司
馬
光
の
「
自
題
寫
真
」

（
『
温
公
文
正
司
馬
公
文
集
』
巻
十
四
）、
黄
庭
堅
「
寫
真
自
贊
」（
『
山
谷
文
集
内
集
』
巻
十
四
）
な
ど
が
続
き
、
王
安
石
詩
も
ま
た
こ
の

系
譜
に
連
な
る
。
代
表
的
な
作
品
と
し
て
ま
ず
蘇
軾
の
「
自
ら
金
山
の
画
像
に
題
す
」（
『
合
注
』
巻
五
〇
）
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
心
似
已
灰
之
木
　
身
如
不
繫
之
舟
　
　
心
は
已
灰
の
木
に
似
、
身
は
繋
が
ざ
る
の
舟
の
如
し

　
　
問
汝
平
生
功
業
　
黃
州
惠
州
儋
州
　
　
汝
に
問
う 

平
生
の
功
業
、
黄
州 

恵
州
　
儋
州

　
こ
の
作
品
は
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
、
蘇
軾
は
こ
の
年
に
没
し
た
）、
蘇
軾
が
虔
州
か
ら
常
州
に
帰
る
途
中
、
儀
州
で
金
山
寺
に

遊
び
、
嘗
て
李
公
麟
が
描
い
た
自
ら
の
肖
像
画
に
相
対
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心
は
燃
え
尽
き
た
灰
の
如
く
、
こ
の
身
は
繋
が
れ

ぬ
舟
の
よ
う
で
あ
る
。
汝
の
人
生
の
功
績
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
黄
州
・
恵
州
・
儋
州
（
い
ず
れ
も
蘇
軾
が
流
謫
さ
れ
た
場
所
）

に
あ
る
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
後
半
二
句
の
解
釈
は
分
か
れ
る
が

（
8
）

、
こ
こ
で
は
世
俗
的
な
価
値
を
超
え
た
境
地
か
ら
の
我
が
「
平
生
」
に

対
す
る
圧
倒
的
な
肯
定
と
読
み
た
い
。「
六
月
二
十
日
夜 

海
を
渡
る
」（
『
合
注
』
巻
四
三
）
で
海
南
島
へ
の
流
謫
を
「
茲し

遊ゆ
う

〔
こ
の
遊
び
〕
」

と
呼
び
、「
南
荒
に
九
死
す
る
と
も
我
は
恨
み
ず
、
茲
遊 

奇
絶 

平
生
に
冠
た
り
」（
こ
の
ま
ま
こ
こ
南
蛮
の
地
に
死
ん
で
も
悔
い
は
な
い
、

こ
の
船
遊
び
に
よ
っ
て
わ
が
人
生
最
高
の
す
ば
ら
し
い
楽
し
み
を
体
験
で
き
た
の
だ
か
ら

（
9
）

）
と
詠
っ
た
詩
人
な
の
で
あ
る
か
ら
。
李
旭
婷

氏
は
「
自
題
写
真
詩
」
を
二
種
に
分
け
、
そ
の
一
つ
を
「
自
己
と
の
対
話
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
描
か
れ
た
自
分
に
向
か
っ
て
「
汝
」

と
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
自
ら
答
え
る
後
半
二
句
は
、
ま
さ
に
そ
の
好
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
人
は
描
か
れ
た
自
ら
の
図
像
に
向
き
合
う
と
き
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、「
自
題
写
真
詩
」
の
な
か
に
繰
り

返
し
現
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
「
昔
」
と
「
今
」、「
真
」
と
「
幻
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
み
て
み
た
い
。
ま
ず
、
前
者
の
典
型
が
白
居

易
の
「
旧
の
真
を
写
せ
る
図
に
題
す
」（
前
掲
）
で
あ
る

）
10
（

。

　
　
我
昔
三
十
六
　
寫
貌
在
丹
青
　
　
我
れ
昔
三
十
六
、
貌
を
写
し
て
丹
青
に
在
り
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我
今
四
十
六
　
衰
顇
臥
江
城
　
　
我
れ
今
四
十
六
、
衰す

い
す
い顇

し
て
江
城
に
臥
す

　
　
豈
止
十
年
老
　
曾
與
衆
苦
幷
　
　
豈
に
止
だ
十
年
の
老
い
の
み
な
ら
ん
や
、
曽
て
衆
苦
と
幷
せ
り
。

　
　
一
照
舊
圖
畫
　
無
復
昔
儀
形
　
　
一
た
び
旧
図
画
に
照
ら
す
に
、
復
た
昔
の
儀
形
無
し

　
　
形
影
默
相
顧
　
如
弟
對
老
兄
　
　
形
影
黙
し
て
相
顧
み
れ
ば
、
弟
の
老
兄
に
対
す
る
が
如
き

　
　
況
使
他
人
見
　
能
不
昧
平
生
　
　
況
ん
や
他
人
を
し
て
見
し
む
れ
ば
、
能
く
平
生
に
昧く

ら

か
ら
ざ
ら
ん
や

　
　
羲
和
鞭
日
走
　
不
爲
我
少
停
　
　
羲
和 

日
に
鞭
ち
て
走
ら
せ
、
我
が
為
に
少
し
く
も
停
ま
ら
ず

　
　
形
骸
屬
日
月
　
老
去
何
足
驚
　
　
形
骸
は
日
月
に
属
す
、
老
い
去
る
は
何
ぞ
驚
く
に
足
ら
ん

　
　
所
恨
凌
煙
閣
　
不
得
畫
功
名
　
　
恨
む
所
は
凌
煙
閣
に
、
功
名
を
画
く
を
得
ざ
る
を

　
全
篇
を
通
じ
て
詠
ず
る
の
は
、
描
か
れ
た
か
つ
て
の
自
分
と
十
年
後
の
い
ま
の
自
分
の
変
化
・
隔
た
り
で
あ
る
。
白
居
易
の
写
真
詩
に

は
こ
れ
以
外
に
も
「
朱
顔
と
玄
鬢
と
、
日
夜
改
ま
り
復
た
改
ま
る
」（
白
居
易
「
旧
写
真
に
感
ず
」
）、「
鶴か

く

毳せ
い

〔
白
髪
〕 

玄
髮
を
変
じ
、
鶏
膚
〔
皺

だ
ら
け
の
皮
膚
〕
は
朱
顔
を
換
う
。
前
形
と
後
貌
と
、
相
去
る
こ
と
三
十
年
」（
「
香
山
居
士
写
真
詩
并
び
に
序
」、
と
も
に
前
掲
）
な
ど
が
あ
り
、

同
一
の
感
慨
が
こ
と
ば
を
換
え
て
登
場
す
る
。
白
居
易
以
前
で
は
、
自
題
写
真
詩
で
は
な
い
が
王
維
の
「
崔
興
宗
寫
真
詠
」（
前
掲
）
に

「
君
が
年
少
の
時
を
画
く
、
如
今 

君 

已
に
老
い
た
り
。
今
時 

新
識
の
人
、
知
ん
ぬ
君
が
旧
時
の
好
き
こ
と
を
」
と
み
え
、
北
宋
以
降
も

「
清
眸 

緑
髪 

十
年
前
、
朴
野
の
風
神 

伝
わ
る
こ
と
易
か
ら
ず
。
今
日 

青
銅 

相
照
ら
す
莫
れ
、
白
髭 

頷
に
垂
れ 

面
に
は
双
顴か

ん

〔
「
顴
」
は

頬
骨
。「
面
雙
顴
」
は
老
い
さ
ら
ば
え
て
両
の
頬
骨
ば
か
り
が
目
立
つ
の
意
〕 
」（
蔡
襄
「
画
生
・
李
維 

予
の
像
を
写
す
。
今 

已
に
十
年
、
鑑
に
対
し
て

之
を
観
、
因
り
て
其
の
側
に
題
す
」、『
端
明
集
』
巻
八
）、「
白
髪 
蒼
顔
は
日
々
に
新
た
な
る
も
、
丹
青 

猶
お
是
れ
旧
来
の
身
」（
蘇
轍
「
予 

昔
京
師
に
在
り
し
と
き
、
画
工
・
韓
若
拙 

予
が
為
に
真
を
写
す
。
今 
十
三
年
、
容
貌
日
に
衰
え
、
巻
を
展ひ

ろ

げ
て
茫
然
と
す
。
葉
県
・
楊

生
の
画
は
韓
を
減
ぜ
ず
。
復
た
之
を
作
ら
し
め
て
以
て
そ
の
変
を
記
し
、
偶
た
ま
作
る
」、『
欒
城
集
』
後
集
巻
四
）
と
繰
り
返
し
用
い
ら

れ
る
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
表
現
に
共
通
す
る
の
は
、
肖
像
を
な
が
め
る
現
実
世
界
の
「
我
」
と
画
中
の
「
我
」
の
関
係
が
「
今
」
と
「
昔
」
の
対
比
に



二
一

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、「
我
」
と
い
う
自
明
な
存
在
の
時
間
軸
上
の
二
点
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
画
中
の
客
体
と
し
て
の
「
我
」
に
相
対
し
た
と
き
の
あ
る
種
の
戸
惑
い
を
表
現
す
る
の
が
、
次
に
挙
げ
る
唐
・
澹
交
の
「
真

を
写
す
」（
『
全
唐
詩
』
巻
八
二
三
）
で
あ
る
。

　
　
圖
形
期
自
見
　
自
見
却
傷
神
　
　
形
を
図
き
て
自
ら
見
ん
と
期
す
も
、
自
ら
見
れ
ば
却
っ
て
神
を
傷
な
う

　
　
已
是
夢
中
夢
　
更
逢
身
外
身
　
　
已
に
是
れ 

夢
中
の
夢
な
る
に
、
更
に
逢
う 

身
外
の
身

　
　
水
花
凝
幻
質
　
墨
彩
染
空
塵
　
　
水
花 

幻
質
を
凝あ

つ

め
、
墨
彩 

空
塵
を
染
む
　
　

　
　
堪
笑
予
兼
爾
　
俱
爲
未
了
人
　
　
笑
う
に
堪
う 

予
と
兼
て
爾
と
、
倶
に
未
だ
了
せ
ざ
る
人
為
る
を

　
前
半
四
句
は
「
身
外
の
身
」
さ
な
が
ら
に
生
き
写
し
の
肖
像
を
み
て
、「
神
を
傷
う
」
ほ
ど
の
不
思
議
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
た
と
い
う

も
の
。「
現
実
そ
の
も
の
が
す
で
に
夢
の
中
の
夢
で
あ
る
の
に
」
と
い
う
第
三
句
は
、
夢
で
胡
蝶
と
な
っ
た
荘
子
が
目
覚
め
て
の
ち
、
蝶

と
し
て
は
ば
た
く
自
分
、
そ
の
夢
を
み
た
自
分
、
ど
ち
ら
が
本
当
の
自
分
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
『
荘
子
』
斉
物
論
の
故
事

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
描
か
れ
た
自
分
に
邂
逅
し
た
と
き
、
い
ず
れ
が
真
の
自
分
か
と
い
う
惑
い
は
一
層
増
す
、
と
す
る
の
が
四
句
目
で

あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
実
在
感
を
持
ち
な
が
ら
、
一
方
で
そ
れ
は
水
に
映
る
花
影
が
「
幻
質
を
凝
め
た
」
も
の
、
墨
の
濃
淡
で
描
い
た
か
た

ち
が
「
空
塵
を
染
め
た
」
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
儚
く
消
え
る
幻
に
過
ぎ
ぬ
。
結
局
の
と
こ
ろ
「
予
」（
現
身
の
自
分
）
も
「
爾
」（
描
か

れ
た
自
分
）
も
、
と
も
に
「
未
だ
了
せ
ざ
る
人
」（
悟
り
を
開
い
て
い
な
い
人
）
で
あ
る
と
し
て
一
首
は
終
わ
る
。
こ
こ
で
は
自
分
と
い

う
も
の
す
ら
す
で
に
自
明
で
は
な
い
。「
果
た
し
て
い
ず
れ
が
真
で
い
ず
れ
が
幻
か
」
―
―
真
の
わ
た
し
と
は
何
者
か
。
そ
れ
す
ら
わ
か

ら
ぬ
こ
と
が
「
未
だ
了
せ
ざ
る
人
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
北
宋
の
政
治
家
・
司
馬
光
は
自
ら
の
肖
像
に
相
対
し
て
「
従
来
未
だ
識
ら
ざ
る
に
漫そ

ぞ

ろ
に
相
親
し
む
」（
「
自
ら
写
真
に
題
す
」、
前
掲
）

と
述
べ
た
。「
知
ら
な
い
相
手
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
何
と
は
な
し
に
親
し
み
も
覚
え
る
」
と
の
感
慨
に
は
、
画
中
の
客
体
た
る
自
分
に

初
め
て
接
し
た
と
き
当
の
本
人
が
抱
く
で
あ
ろ
う
微
妙
な
距
離
感
、
知
ら
な
い
人
の
よ
う
で
も
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
と
な
く
慕
わ
し
く
も

あ
る
と
い
う
戸
惑
い
が
巧
み
に
す
く
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
衣
若
芬
氏
は
こ
の
句
を
引
い
て
、「
肖
像
画
に
相
対
し
た
と
き
、
そ
こ
に
真
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の
す
が
た
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
一
番
判
断
に
苦
し
む
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
描
か
れ
た
本
人
自
身
な
の
か
も
知
れ

な
い
」
と
述
べ
つ
つ
、
北
宋
の
自
題
写
真
詩
の
多
く
に
こ
う
し
た
戸
惑
い
が
表
現
さ
れ
、
画
中
の
客
体
た
る
「
我
」
と
現
実
世
界
の
「
我
」、

い
ず
れ
が
「
真
」
で
い
ず
れ
が
「
幻
」
か
を
問
う
こ
と
が
、
自
題
写
真
詩
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る
）
11
（

。
た
と
え
ば
、
北
宋
・
釈
智
円
「
写
真
を
嘲

あ
ざ
け

る
」（
『
全
宋
詩
』
巻
一
三
七
）
の
「
泡
幻
　
吾
が
身 

元
よ
り
是
れ
妄
な
れ
ば
、
丹
青
　

汝 

影
な
る
に
豈
に
真
と
為
ら
ん
。
吾
が
身 

汝
影 

俱
に
実
無
く
、
相
伴
い
て
茆ぼ

う

堂ど
う

〔
粗
末
な
家
、
我
が
家
〕
に
両
人
と
作
る
」、
同
じ
く
蘇
轍

の
「
偶
然
壁
に
掛
け
て
は 

頭
を
低
れ
て
笑
う
、
倶
に
幻
な
れ
ば 

何
ぞ
妨
げ
ん 

彼
も
亦
た
如か

く
な
る
を
」（
「
張
秀
才 

陋
容
を
写
さ
る
」、

『
欒
城
集
』
巻
十
二
）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
南
宋
・
汪
晫
の
「
道
眼 

静
か
に
観
て
一
笑
に
付
す
、
借
問
す 

両
箇 

若い

ず

れ箇
か
真
な

る
と
」（
「
真
を
写
す
」、『
康
範
詩
集
』
五
言
律
詩
）
な
ど
を
更
に
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
結
局
は
と
も
に
「
幻
」
で

あ
る
、
と
す
る
と
こ
ろ
が
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
真
」
と
「
幻
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
あ
る
意
味
、
実
体
に
対
す
る
虚
像
で
し
か
な

い
は
ず
の
肖
像
画
を
「
真
」
と
呼
び
な
ら
わ
す
た
め
に
生
じ
た
機
智
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
も
は
や
「
我
」
が
自
明

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
真
実
の
「
我
」
と
は
何
者
な
の
か
と
い
う
問
い
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
こ
ま
で
自
題
写
真
詩
を
、
詩
の
作
者
（
現
身
の
我
）
と
画
像
（
描
か
れ
た
か
た
ち
と
し
て
の
我
）
の
関
係
性
か
ら
、「
今
」
と
「
昔
」

の
対
比
、
ま
た
「
真
」
と
「
幻
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
み
て
き
た
。
そ
れ
で
は
王
安
石
の
写
真
詩
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
。

　
北
宋
の
文
人
画
家
と
し
て
名
高
い
李
公
麟
（
一
〇
四
九
―
一
一
〇
六
、
字
・
伯
時
ま
た
は
叔
時
、
号
は
龍
眠
居
士
）
は
蘇
軾
や
黄
庭
堅

な
ど
多
く
の
北
宋
文
人
と
交
遊
し
、
ま
た
彼
ら
の
肖
像
を
描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
王
安
石
と
も
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
親
交
が

あ
っ
た

）
12
（

。
晩
年
、
鍾
山
に
隠
棲
し
た
王
安
石
を
李
公
麟
が
訪
ね
、
別
れ
に
際
し
て
贈
ら
れ
た
七
言
絶
句
「
李
叔
時
に
示
す
二
首
」
が
王
安

石
の
集
中
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
千
山 

我
を
訪
い
て
幾
た
び
輈

ち
ゅ
う

〔
車
の
意
〕
を
摧く

だ

く
、
清
坐 

来
た
り
看
て 

十
日
留
ま
る
。
勢
利 

白
頭 

何
ぞ
道
う
に
足
ら
ん
、
古
人 

蓋
を
傾
け
て
綢

ち
ゅ
う

繆
び
ゅ
う

有
り
」（
其
二
）
と
詠
わ
れ
、
画
家
が
千
の
山
を
も
越
え
る
遙
か
な
道
の
り
を
訪



二
三

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

ね
来
た
こ
と
、
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
た
っ
た
十
日
で
去
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
二
人
の
あ
い
だ
に
「
勢
利
」（
地
位
）
や
「
白
頭
」（
年

齢
の
隔
た
り
）
の
介
在
し
な
い
友
情
が
結
ば
れ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
傾
蓋
」
は
初
め
て
行
き
会
っ
た
二
人
が
古
い
友
人

の
よ
う
に
親
し
む
こ
と
、「
綢
繆
」
は
そ
の
交
わ
り
の
深
く
切
実
な
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
次
の
五
言
絶
句
か
ら
は
、
こ
の
年
若
い
友
が
去
っ

た
後
の
寂
し
い
気
持
ち
が
、
火
の
消
え
た
炉
、
ひ
っ
そ
り
と
降
り
た
か
ぐ
わ
し
き
帳
な
ど
の
象
徴
を
用
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
雲
與
淵
明
出
　
風
隨
禦
寇
還
　
　
雲
は
淵
明
と
与
に
出
で
、
風
は
禦ぎ

ょ

寇こ
う

〔
列
子
の
名
〕
に
随
い
て
還
る

　
　
燎
爐
無
伏
火
　
蕙
帳
冷
空
山
　
　
燎
炉 

伏
火
無
く
、
蕙け

い

帳
ち
ょ
う 

空
山
に
冷
た
し

 

「
定
林
の
壁
に
題
し
て
李
叔
時
を
懐
う
」（
『
李
壁
注
』
巻
四
〇

）
13
（

）

王
安
石
が
鍾
山
に
結
ん
だ
定
林
庵
の
壁
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
こ
の
詩
の
前
半
二
句
は
、
空
を
行
く
雲
の
よ
う
に
や
っ
て
き
て
、
風
と

と
も
に
去
っ
て
行
っ
た
画
家
を
、
陶
淵
明
「
帰
去
来
の
辞
」（
『
文
選
』
巻
四
五
）「
雲
は
無
心
に
し
て
岫

し
ゅ
う

〔
山
の
洞
穴
〕
を
出
で
、
鳥
は
飛

ぶ
に
倦
ん
で
還
る
を
知
る
」
と
、
列
子
が
「
風
に
御の

り
て
行
き
、
冷か

ろ

や然
か
に
善

た
く
み

な
り
。
旬じ

ゅ
う
と
ご
に
ち

有
五
日
に
し
て
後
反か

え

る
）
14
（

」（
『
荘
子
』
逍
遥
遊
）

の
故
事
を
用
い
て
表
し
た
も
の
。
い
ず
れ
も
李
公
麟
を
、
世
俗
の
名
利
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
胸
襟
を
も
つ
人
と
し
て
表
現
す
る
と
と

も
に
、
彼
が
描
い
た
と
さ
れ
る
二
幅
の
絵
画
「
陶
淵
明
歸
去
來
圖
」
と
「
列
子
御
風
圖
」
を
踏
ま
え
、
緻
密
で
あ
り
な
が
ら
軽
や
か
な
句

造
り
が
王
安
石
の
五
絶
ら
し
い
。
結
句
は
庵
の
あ
っ
た
場
所
に
因
み
、
斉
・
孔
稚
珪
の
「
北
山
移
文
」
〔
北
山
は
鍾
山
の
こ
と
〕（
『
文
選
』
巻

四
三
）「
蕙
帳
空
し
く
し
て
夜
鶴
怨
み
、
山
人
去
り
て
暁
猨
驚
く
」
か
ら
「
蕙
帳
」
の
語
を
抜
き
取
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。「
北
山
移
文
」

は
鍾
山
の
隠
者
・
周

し
ゅ
う

顒ぎ
ょ
うが

山
を
出
て
出
仕
し
た
変
節
を
山
の
霊
が
告
発
す
る
と
い
う
形
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の
一
節
は
隠
者
が
去
っ

た
あ
と
の
寂
し
い
情
景
を
描
い
た
も
の
。
あ
な
た
が
去
っ
た
あ
と
の
定
林
庵
に
は
、
炉
に
わ
ず
か
な
ぬ
く
も
り
す
ら
な
く
、
帳
は
人
気
の

な
い
山
に
ひ
っ
そ
り
と
降
り
て
い
る
と
す
る
後
半
二
句
に
は
、
李
公
麟
の
不
在
を
惜
し
む
気
持
ち
が
に
じ
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
人
が
親
し
く
時
を
過
ご
し
た
こ
の
定
林
庵
は
、
鍾
山
の
道
林
真
覚
大
師
（
支
遁
）
の
塔
の
後
手
に
あ
っ
た
。
南
宋
・
陸
游
が
亡
き
父

か
ら
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昭
文
斎
と
名
づ
け
ら
れ
た
庵
の
読
書
所
の
壁
に
は
、
李
公
麟
の
手
に
な
る
王
安
石
の
肖
像
画
が
描

か
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
帽
を
着
け
た
束
帯
の
す
が
た
で
、
そ
の
風
貌
は
生
け
る
が
如
く
で
あ
っ
た
。
昭
文
斎
は
王
安
石
亡
き
後
封
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印
さ
れ
、
賓
客
が
あ
っ
た
と
き
の
み
開
か
れ
た
が
、
寺
の
僧
に
導
か
れ
て
何
気
な
く
扉
を
開
け
た
客
た
ち
は
、
そ
の
肖
像
画
の
生
気
逼
る

さ
ま
に
皆
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
と
い
う

）
15
（

。
ま
た
、
北
宋
の
詩
僧
・
釈
道
潜
に
「
定
林
を
過
り
て
荊
公
の
画
像
に
謁
す
二
首
」（
『
参
寥
子

詩
集
』
巻
七
）
が
あ
り
、「
蕭
蕭
た
る
屋
底 

遺
像
を
瞻み

る
、
傑
気 

英
姿 

尚
お
凜
然
」（
其
一
）
が
陸
游
の
記
載
と
響
き
あ
う
。
李
公
麟
に
は
「
王

安
石
定
林
蕭
散
圖
」
な
ど
王
安
石
を
題
材
と
し
た
作
品
が
数
点
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陸
游
の
祖
父
・
陸
佃
に
よ
る
「
書
王
荊
公
遊
鍾
山

圖
後
」（
『
陶
山
集
』
巻
十
一
）
や
黄
庭
堅
「
書
王
荊
公
騎
驢
圖
」（
『
山
谷
文
集
内
集
』
巻
二
七
）
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
隠
棲
後
の
風
雅
な
す
が
た
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
た
よ
う
で
あ
る

）
16
（

。
一
方
、
陸
游
の
記
載
に
み
え
る
「
着
帽
束
帯
」
の
語

や
見
る
も
の
を
驚
か
す
肖
像
の
生
気
あ
る
さ
ま
か
ら
は
、
礼
装
し
た
高
位
の
官
僚
と
い
う
詩
人
の
公
的
な
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
。
だ
と
す
れ

ば
、
隠
棲
後
の
王
安
石
は
そ
の
肖
像
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
た
の
だ
ろ
う
。
詩
人
の
遺
し
た
二
つ
の
作
品
か
ら
そ
れ
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　「
真
讚
」

　
　
我
與
丹
青
兩
幻
身
　
　
我
と
丹
青
と
両
つ
な
が
ら
幻
の
身
　
　
　
　
　

　
　
世
間
流
轉
會
成
塵
　
　
世
間
を
流
転
し
て
会

か
な
ら

ず
塵
と
成
る
　
　
　
　
　
　

　
　
但
知
此
物
非
他
物
　
　
但
だ
知
れ
　
此し

物ぶ
つ

は
他
物
に
非
ず
と
　
　
　
　
　
　

　
　
莫
問
今
人
猶
昔
人
　
　
問
う
莫
れ 

今
人 

猶
お
昔
人
の
ご
と
き
か
と
　

　
　
　
　
こ
の
わ
た
し
と
描
か
れ
た
わ
た
し
、
二
つ
は
と
も
に
幻
の
ご
と
き
か
り
そ
め
の
身
で
あ
る

　
　
　
　
世
の
中
を
流
れ
流
れ
て
い
つ
か
必
ず
塵
と
消
え
よ
う

　
　
　
　
だ
が
忘
れ
る
な
、
そ
こ
に
わ
た
し
を
わ
た
し
た
ら
し
め
る
た
だ
一
つ
の
も
の
が
在
る
こ
と
を

　
　
　
　
今
の
お
ま
え
は
昔
の
お
ま
え
か
と
、
問
う
に
は
及
ば
ぬ
の
だ

「
我
と
丹
青
と
両
つ
な
が
ら
幻
の
身
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
は
第
二
句
の
「
世
間
を
流
転
し
て
会
ず
塵
と
な
る
」
だ
ろ
う
。
現

身
の
私
も
、
描
か
れ
た
私
も
、
い
ず
れ
も
か
り
そ
め
の
存
在
。
時
間
の
推
移
と
と
も
に
や
が
て
滅
び
、
塵
と
な
っ
て
尽
き
る
も
の
、
の
意

で
あ
る
。
そ
の
前
半
二
句
を
「
そ
う
で
は
あ
る
が
」
も
し
く
は
「
だ
か
ら
こ
そ
」
と
承
け
て
続
く
の
が
三
句
目
四
句
目
で
あ
る
。
忘
れ
て



二
五

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

は
な
ら
な
い
、
流
転
し
変
化
し
て
い
く
も
の
の
な
か
に
、
わ
た
し
を
わ
た
し
た
ら
し
め
る
た
っ
た
一
つ
の
も
の
「
此
物
」
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
。
そ
の
「
此
物
」
さ
え
見
失
わ
な
け
れ
ば
、
今
と
昔
で
世
を
生
き
る
わ
た
し
の
す
が
た
が
異
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
わ
た
し
は

わ
た
し
な
の
で
あ
る
。「
此
物
」「
他
物
」
は
、
と
も
に
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗
の
著
作
に
み
え
る
語
。「
此
物
」
は
自
分
の
存
在
そ
の
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
「
他
物
」
は
、
自
分
以
外
の
一
切
の
事
物
を
指
す
。
南
宋
・
普
済
『
五
燈
會
元
』
巻
三
に
は
、
大
梅
山
法
常
禅

師
が
臨
終
に
際
し
て
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
こ
と
ば
と
し
て
「
即
ち
此
物
は
他
物
に
非
ず
。
汝
等
諸
人
、
善
く
自
ら
護
持
せ
よ
。
吾
今
逝
く

な
り
」
が
み
え
る
。
四
句
目
「
猶
お
昔
人
の
ご
と
く
か
」
は
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
うに
学
ん
だ
東
晋
の
僧
・
僧そ

う

肇じ
ょ
うの
著
作
集
『
肇
論
』
物
不
遷
論
の
一

節
「
梵
志 

出
家
し
白
首
に
て
帰
る
。
隣
人
こ
れ
を
見
て
曰
く
。
昔
人 

尚
お
存
す
る
か
。
志
曰
く
。
我 

猶
お
昔
人
の
ご
と
し
も
、
昔
人
に

非
ざ
る
な
り
。
隣
人
愕
然
と
す
」（
梵
志
〔
バ
ラ
モ
ン
、
最
高
位
の
僧
〕
が
出
家
し
て
白
髪
の
老
人
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
き
、
隣
人
が
彼
を

見
て
「
あ
な
た
は
ず
っ
と
以
前
に
出
家
さ
れ
た
あ
の
梵
志
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。
梵
志
は
こ
れ
に
答
え
て
「
私
は
昔
の
自
分
の
よ
う
で
あ

る
が
、
昔
の
自
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
隣
人
た
ち
は
驚
い
た

）
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）
を
踏
ま
え
る
。
白
居
易
に
は
じ
ま
る
写
真
詩

が
繰
り
返
し
「
今
人
は
昔
人
に
非
ず
」
を
嘆
い
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
は
出
典
で
あ
る
「
我
猶
昔
人
、
非
昔
人
也
」
を
「
我
非

昔
人
、
猶
昔
人
也
」
と
ひ
っ
く
り
返
し
て
み
せ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
肖
像
を
み
つ
め
な
が
ら
詩
人
は
自
ら
に
こ
う
語
り
か
け
る
の
だ
。「
今

の
わ
た
し
は
昔
の
わ
た
し
と
同
じ
か
、
な
ど
と
聞
く
な
。
も
ち
ろ
ん
違
う
。
そ
し
て
同
時
に
違
わ
な
い
の
だ
か
ら
」。「
但
知
…
莫
〜
」
と

い
う
句
作
り
は
唐
詩
で
は
白
居
易
の
用
例
が
目
立
ち
、
対
象
に
語
り
か
け
る
語
調
を
も
つ
。
夏
着
の
薄
物
を
贈
っ
た
友
人
に
書
き
添
え
た

「
軽
薄
を
嫌
う
莫
く
し
て
但
だ
著き

る
を
知
れ
（
莫4

嫌
輕
薄
但
知

4

4

著
）
」（
「
寄
生
衣
與
微
之
因
題
封
上
」、『
全
唐
詩
』
巻
四
四
〇
）、
山
躑
躅
を

詠
ん
だ
「
但
だ
知
れ 

爛
漫 

情
を
恣

ほ
し
い
ま
まに
し
て
開
く
を
、
怕
る
る
莫
か
れ 

南
賓
の
桃
李
に
妬
ま
る
を
（
但
知

4

4

爛
熳
恣
情
開
、
莫4

怕
南
賓
桃
李

妒
）
」（
「
喜
山
石
榴
花
開
」
）、
不
遇
で
あ
っ
た
任
地
で
慰
め
と
し
た
花
樹
に
留
別
の
想
い
を
こ
め
て
詠
う
「
花
林 

好よ
ろ

し
く
住あ

れ 

憔
悴
す
る

こ
と
莫
れ
、
春
至
ら
ば
但
だ
知
れ
旧
春
に
依
る
を
（
花
林
好
住
莫4

憔
悴
，
春
至
但
知

4

4

依
舊
春
）
」（
「
別
種
東
坡
花
樹
兩
絶
」
其
二
、 

と
も
に

同
巻
四
四
一

）
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（

）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
作
者
が
語
り
か
け
る
対
象
は
、
描
か
れ
た
自
己
、
即
ち
作
者
自
身
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
表
現

を
用
い
る
こ
と
で
詩
人
は
、「
自
題
写
真
詩
」
の
嚆
矢
で
あ
り
、「
今
人
は
昔
人
に
非
ず
」
の
思
い
を
繰
り
返
し
詠
ん
だ
先
人
に
対
し
て
も
ま
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た
語
り
か
け
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
真
」
と
「
幻
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
も
、
現
身
も
肖
像
も
と
も
に
「
幻
身
」（
「
幻
」
）
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
此
物
」（
「
真
」
）
な
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、「
と
も
に
幻
」
を
巧
み
に
翻
し
て
み
せ
る
。
で
は
、
王

安
石
の
い
う
こ
の
「
此
物
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
も
う
一
首
、
五
絶
の
「
傳
神
自
讃
」
を
み
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　「
傳
神
自
讚

）
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（

」

　
　
此
物
非
他
物
　
　
此し

物ぶ
つ

は
他
物
に
非
ず

　
　
今
吾
即
故
吾
　
　
今き

ん

吾ご

は
即
ち
故
吾
な
り

　
　
今
吾
如
可
状
　
　
今
吾 

如も

し
状

か
た
ど

る
可
く
ん
ば

　
　
此
物
若
爲
摹
　
　
此
物 
若い

か為
に
か
摹も

せ
ん

　
　
　
　
わ
た
し
は
わ
た
し
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

　
　
　
　
か
た
ち
は
移
ろ
え
ど
、
い
ま
の
わ
た
し
は
過
去
の
わ
た
し
と
同
じ
な
の
だ

　
　
　
　
変
化
す
る
わ
た
し
を
も
し
か
た
ち
に
写
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば

　
　
　
　
変
わ
ら
な
い
こ
の
わ
た
し
を
ど
の
よ
う
に
描
き
得
よ
う
か

前
半
二
句
は
「
真
讃
」
の
後
半
二
句
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
始
ま
る
。
双
子
の
片
割
れ
の
よ
う
な
作
で
あ
る
。「
故
吾
」
は
昔
の
わ
た
し
、「
今

吾
」
は
い
ま
の
わ
た
し
の
意
。
李
壁
注
は
『
荘
子
』
田
子
方
に
み
え
る
孔
子
の
こ
と
ば
「
故
き
吾
を
忘
る
と
雖
も
、
吾
れ
忘
れ
ざ
る
者
の

存
す
る
あ
り
」（
刻
々
に
変
化
推
移
し
て
ゆ
く
古
き
わ
た
し
の
姿
は
見
失
っ
て
も
、
見
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
、
変
化
し
な
が
ら
変
化

す
る
こ
と
の
な
い
本
質
的
な
も
の
が
、
こ
の
私
に
は
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

）
20
（

）
と
郭
象
に
よ
る
注
「
忘
れ
ざ
る
者
の
存

す
る
と
は
、
こ
れ
に
継
い
で
日
に
新
た
な
る
を
謂
う
な
り
。
故
き
吾
を
忘
る
と
雖
も
新
し
き
吾
已
に
至
る
。
未
だ
始
め
よ
り
吾
に
非
ず
ん

ば
あ
ら
ず
」
を
引
い
て
い
る
。「
此
物
」
と
は
、「
吾
れ
忘
れ
ざ
る
者
」、
時
間
の
推
移
に
よ
っ
て
も
見
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
、「
変
化

し
な
が
ら
変
化
す
る
こ
と
の
な
い
本
質
的
な
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
続
く
三
句
目
は
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
同
じ
「
今
吾
」
の
語
を
用
い
る
が
、

二
句
目
の
「
今
吾
」
を
、
絵
画
に
描
か
れ
た
過
去
の
自
分
に
対
す
る
「
い
ま
こ
の
時
点
で
の
わ
た
し
」
と
す
る
な
ら
、
三
句
目
の
「
今
吾
」
は
、
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此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

い
ま
こ
の
瞬
間
の
わ
た
し
す
ら
も
追
い
越
し
て
「
刻
々
と
変
化
推
移
し
て
ゆ
く
わ
た
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
語
、

よ
り
動
的
な
語
と
し
て
読
み
替
え
た
い
。
過
去
か
ら
現
在
へ
、
現
在
か
ら
さ
ら
に
先
へ
と
刻
々
変
化
す
る
わ
た
し
と
い
う
も
の
を
も
し
か

た
ち
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
変
化
す
る
こ
と
の
な
い
た
だ
一
つ
の
わ
た
し
＝
「
此
物
」
を
ど
の
よ
う
に
描
き
得
る
の
だ
ろ
う
か
―

―
そ
れ
が
即
ち
「
神
を
伝
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
肖
像
な
の
だ
と
結
び
、「
讃
」（
賛
美
の
辞
）
と
す
る
の
が
後
半
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
う
一
度
話
を
七
絶
「
真
讃
」
に
戻
そ
う
。
李
壁
は
こ
の
詩
の
終
わ
り
に
改
め
て
第
一
句
全
体
に
つ
い
て
の
や
や
長
い
注
を
記

し
、
こ
れ
こ
そ
が
「
我
與
丹
青
兩
幻
身
」
の
意
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
引
く
の
は
唐
代
の
禅
僧
・
洞
山
良
价
が
旅
の
途
中
に
川

を
過
り
、
水
に
映
る
み
ず
か
ら
の
影
を
み
て
亡
き
師
・
雲
巖
の
こ
と
ば
の
真
意
を
悟
っ
た
と
い
う
「
過
水
の
偈
」
の
話
柄
で
あ
る
。
こ
の

話
柄
に
は
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
李
壁
注
を
そ
の
ま
ま
引
く
こ
と
と
す
る

）
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（

。

　
　 

筠
州
・
洞
山
良
价
禅
師
、
雲
巖
和
尚
に
問
う
。「
（
和
尚
の
）
百

み
ま
か
り
し
の
ち

年
後
、
忽
と
し
て
人
有
り
て
『
還
た
師
の
真

え
す
が
たを
邈う

つ

し
得
る
や
』
と

問
わ
ば
、
如
何
に
祇こ

た対
え
ん
。
雲
巖
曰
く
。「
但
だ
伊か

れ

に
向
か
い
て
道
え
、『
即
ち
這

こ

箇
れ
是
れ
』
と
」。
師
良
久
し
、
雲
巖
曰
く
。

「
『
這

こ

箇
れ
是
れ
』
を
承
当
せ
ん
に
は
、
大
い
に
須
ら
く
審
細
な
る
べ
し
」。
師
猶
お
疑
に
渉
る
。
後
に
水
を
過
り
て
影
を
睹み

る
に
因

り
て
、
大
い
に
前
旨
を
悟
り
、
因
り
て
一
偈
有
り
て
曰
く
。「
切
に
忌
む
他か

れ

に
随つ

い
て
覓も

と

め
ん
こ
と
を
、
迢は

る

か迢
に
我
と
疎
な
り
。
我 

今 

独ひ

と自
り
往
き
、
処
処
に
渠か

れ

と
逢
う
を
得
。
渠
は
今
正
に
是
れ
我
。
我
は
今
渠
に
不あ

ら是
ず
。
応
に
須
ら
く
恁

か
く
の
ご
と

麼
く
会え

し
て
、
方は

じ

め

て
如
如
〔
真
如
、
真
実
の
す
が
た
〕
に
契か

な

う
を
得
ん
」。
他
日
、
雲
巖
の
真
を
供
養
す
る
に
因
り
て
僧
有
り
て
問
う
て
曰
く
。「
先
師
の

『
只た

だ

這こ

れ箇
』
と
道
え
る
は
便
ち
是
な
る
こ
と
莫な

き

や
」。
師
曰
く
「
是
な
り
」。
僧
曰
く
「
意
旨
は
如
何
」。
師
曰
く
。「
当
時
幾ほ

と
ん

ど
錯

あ
や
ま

っ

て
先
師
の
語
を
会
せ
ん
と
す
」。
曰
く
「
未い

ぶ
か
し審
、
先
師
還
た
有
る
を
知
る
や
也ま

た

無
き
や
」。
師
曰
く
。「
若も

し
有
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、

争い
か
でか

解よ

く
恁

か
く
の
ご
と

麼
く
道い

わ
ん
。
若
し
有
る
を
知
ら
ば
、
争
か
恁

か
く
の
ご
と麼

道
う
を
肯

が
え
ん

ぜ
ん

）
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」。

「
只
這
箇
是
」
は
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
で
は
「
只
這
箇
漢
是
」
に
作
る
。「
師
が
亡
く
な
っ
て
の
ち
、
誰
か
が
師
の
す
が
た
か
た
ち
を
描

け
る
か
（
師
の
教
え
の
真
実
を
伝
え
う
る
か
）
と
聞
か
れ
た
ら
ど
う
答
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
尋
ね
る
弟
子
・
洞
山
に
「
た
だ
こ
れ
で
あ
る

（
い
ま
の
お
前
自
身
が
そ
れ
だ
）
」
と
答
え
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
師
匠
。
し
か
し
洞
山
は
水
に
映
る
自
ら
の
影
を
み
る
ま
で
、
そ
の
真
意
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を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
師
の
も
と
を
悟
ら
ぬ
ま
ま
去
っ
た
洞
山
は
、
悟
り
得
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
過
水
の
偈
を
得
る
に
至
る
。「
渠
は

今
正
に
是
れ
我
。
我
は
今
渠
に
不あ

ら是
ず
」
―
―
こ
こ
に
い
う
「
我
」
と
は
現
実
態
、
現
身
の
自
己
、「
渠
」
と
は
そ
う
し
た
現
実
態
の
営

為
と
は
次
元
を
異
に
す
る
純
粋
な
本
来
性
を
人
格
的
に
表
象
し
た
も
の
で
、「
渠
」
と
「
我
」
と
の
不
即
不
離
の
関
係
、
二
に
し
て
一
、一

に
し
て
二
と
い
う
玄
妙
な
関
係
を
水
に
映
る
影
の
な
か
に
見
出
し
た
の
が
こ
の
偈
で
あ
る
と
い
う
。「
当
時
幾
ど
錯
っ
て
先
師
の
語
を
会

せ
ん
と
す
」
と
い
う
洞
山
の
こ
と
ば
は
、
師
の
こ
と
ば
を
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
＝
本
来
性
」
で
あ
る
と
単
純
に
理

解
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
の
意
で
あ
る
。

こ
の
話
柄
を
「
我
と
丹
青
」
の
関
係
に
置
き
換
え
る
と
す
れ
ば
、「
我
」
は
現
実
態
の
「
我
」、
描
か
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
「
丹
青
」
は

水
に
映
し
出
さ
れ
た
影
、
本
来
性
の
表
象
で
あ
る
「
渠
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
小
川
隆
氏
は
（
洞
山
が
こ
ち
ら
の
岸
か
ら
あ
ち
ら
の
岸
に

い
た
る
途
中
に
自
ら
発
見
し
た
も
の
は
）「
内
と
外
、
彼
岸
と
此
岸
、
渠
と
我
…
…
永
遠
に
そ
の
中
間
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
ど
ち
ら
で

も
あ
り
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
『
只
這
箇
漢
』
と
し
て
の
自
己
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

）
23
（

。
時
間
の
推
移
の
な
か
で
移
ろ
い
、
や

が
て
塵
と
な
る
「
我
」
は
「
幻
身
」
で
あ
る
。
一
方
、
水
に
映
る
影
は
、
一
瞬
一
瞬
、
光
と
風
の
な
か
で
変
化
し
、
捉
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
。
そ
の
意
味
で
「
渠
」
も
ま
た
「
幻
身
」
―
―
ま
ぼ
ろ
し
な
の
で
あ
る
。
モ
ノ
と
し
て
滅
び
ゆ
く
「
丹
青
」、
水
に
映
る
影
の

ご
と
き
「
渠
」
と
し
て
の
「
丹
青
」。
李
壁
は
、「
幻
身
」
の
語
に
、
二
つ
の
意
味
を
重
ね
て
読
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
詩

人
が
、
筆
線
に
よ
っ
て
固
着
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
は
ず
の
「
丹
青
」
を
、
一
刹
那
の
「
現
れ
」
と
し
て
、
動
の
中
の
静
と
し
て
み
つ
め

て
い
た
と
の
示
唆
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
洞
山
が
過
水
の
折
「
永
遠
に
悟
と
未
悟
の
中
間
に
あ
り
つ
づ
け
る
這
箇
漢
と
出
逢
う
こ
と
を

得
た
」
よ
う
に
、
わ
た
し
を
わ
た
し
た
ら
し
め
る
た
だ
一
つ
の
も
の
、
時
を
超
え
て
在
り
続
け
る
真
実
の
「
我
」（
「
此
物
」
）
は
、
現
身

の
「
我
」
が
描
か
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
「
渠
」（
「
丹
青
」
）
を
み
つ
め
る
一
刹
那
、
見
る
も
の
の
ま
な
ざ
し
の
中
に
生
ま
れ
る
と
の
意
で

も
あ
ろ
う
。
二
に
し
て
一
、一
に
し
て
二
で
あ
る
二
者
の
間
に
一
刹
那
現
前
す
る
も
の
。
詩
人
に
と
っ
て
「
此
物
」
と
は
、「
我
」
と
「
渠
」

の
あ
い
だ
を
絶
え
ず
往
還
す
る
、
終
わ
ら
な
い
問
い
な
の
で
あ
る
。



二
九

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

「
傳
神
自
讚
」
に
み
え
る
「
故
吾
」
の
語
は
、
王
安
石
の
絶
筆
と
さ
れ
る
作
品
に
も
登
場
す
る
。「
新
花
」（
『
李
壁
注
』
巻
二
）
と
題
さ

れ
た
詩
で
あ
る
。

　
　
老
年
少
忻
豫
　
况
復
病
在
牀
　
　
老
年 

忻き
ん

予よ

〔
よ
ろ
こ
び
〕
少
な
し
、
况
ん
や
復
た
病
ん
で
牀
に
在
る
を
や

　
　
汲
水
置
新
花
　
取
慰
此
流
芳
　
　
水
を
汲
み
て
新
花
を
置
き
、
慰
め
を
此
の
流
芳
〔
花
の
香
〕
に
取
る

　
　
流
芳
秪
須
臾
　
我
亦
豈
久
長
　
　
流
芳 

秪
だ
須
臾
の
み
、
我
も
亦
た
豈
に
久
長
な
ら
ん
や

　
　
新
花
與
故
吾
　
已
矣
兩
可
忘
　
　
新
花
と
故
吾
と
、
已
ん
ぬ
る
か
な 

両
つ
な
が
ら
忘
る
べ
し

　
　
清
水
茂
氏
は
結
び
の
二
句
に
つ
い
て
「
王
安
石
は
（
『
荘
子
』
郭
象
注
と
）
同
じ
こ
と
ば
を
用
い
な
が
ら
、『
新
吾
』
で
な
く
『
新
花
』

と
対
せ
し
め
た
。『
新
吾
』
を
期
待
で
き
ぬ
心
持
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る

）
24
（

。
い
ま
や
「
今
吾
」
は
そ
の
歩
み
を
ほ
ぼ
止
め
て
「
故

吾
」
で
し
か
な
く
、「
新
吾
」
を
「
新
花
」
に
置
き
か
え
て
も
、
そ
の
「
新
花
」
も
ま
た
幻
の
ご
と
く
か
り
そ
め
の
い
の
ち
で
し
か
な
い
。

故
に
こ
の
花
は
、
眼
前
の
実
体
で
あ
り
つ
つ
も
、
詩
人
の
ま
な
ざ
し
の
中
に
時
間
軸
上
の
一
瞬
の
虚
像
と
し
て
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
と
く

浮
か
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
此
物
は
他
物
に
非
ず
」
―
―
た
だ
一
つ
の
わ
た
し
と
は
何
か
と
い
う
終
わ
ら
な
い
問
い
。
そ

の
た
ゆ
ま
ぬ
問
い
の
終
わ
り
に
詩
人
の
眼
が
捉
え
た
も
の
が
、
無
辺
の
世
界
に
浮
か
ぶ
一
輪
の
ま
ぼ
ろ
し
の
花
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ

は
何
と
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

【
注
】

（
１
）　
本
論
文
中
の
王
安
石
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
南
宋
・
李
壁
箋
注
・
高
克
勤
点
校
『
王
荊
文
公
詩
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
一
○
）
を
用

い
た
（
以
下
『
李
壁
注
』
と
表
記
）。「
真
讚
」「
傳
神
自
讚
」
は
『
王
文
公
文
集
』
で
は
二
首
合
わ
せ
て
連
作
詩
に
作
る
。

（
２
）　
白
居
易
の
「
香
山
居
士
寫
真
詩
并
序
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
五
九
）
の
序
に
「
元
和
五
年
、
予
爲
左
拾
遺
、
翰
林
學
士
。
奉
詔
寫
真
於
集
賢

殿
御
書
院
。
時
年
三
十
七
」、
ま
た
北
宋
・
宋
祁
「
思
賢
閣
圖
予
真
愧
而
成
詠
」 (
『
景
文
集
』
巻
六)

に
「
忝
中
二
千
石
、
罷
去
輒
圖
真
…
…
爵

里
三
十
八
、
赫
赫
多
名
臣
。
瞻
前
謝
前
哲
、
垂
後
慚
後
人
」
と
あ
る
。
衣
若
芬
『
観
看 
叙
述 

審
美
　
唐
宋
題
画
文
学
論
集
』（
中
国
文
哲
専
刊



三
〇

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
三
十
七
号

二
八
　
台
北
・
中
央
研
究
院 

中
国
文
哲
研
究
所 

二
〇
〇
四
）「
北
宋
題
人
像
画
詩
析
論
」pp 140- 157

参
照
。

（
３
）　
図
録
『
大
観
　
北
宋
書
画
特
展
』（
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
　
二
〇
〇
六
）
陳
韻
如
「
人
物
」pp 217- 219

及
び
前
掲
衣
若
芬
論
文
。
な

お
陳
韻
如
氏
は
北
宋
期
に
お
け
る
「
写
真
詩
」
の
盛
行
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
「
因
爲
這
些
詩
文
贊
語
的
產
生
、
寫
真
畫
像
可
以
說
就
成
爲
一

種
文
人
圈
的
新
互
動
媒
介
」「
對
宋
人
而
言
、
寫
真
畫
已
非
祭
祀
廟
堂
專
屬
、
就
在
文
人
的
活
動
之
中
也
具
有
重
要
位
置
。
寫
像
存
影
僅
是
宋
人

寫
真
的
表
層
意
義
、
其
圍
繞
著
畫
像
所
產
生
的
互
動
關
係
、
可
視
爲
宋
代
文
人
網
絡
的
重
要
切
面
。
可
以
說
、
畫
像
一
方
面
藉
由
一
個
實
際
的

存
影
功
能
存
在
、
另
一
方
面
也
藉
此
實
際
的
功
能
、
提
供
了
文
人
之
間
身
份
認
同
上
的
重
要
參
照
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

（
４
）　
澤
崎
久
和
「
白
居
易
の
写
真
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（
福
井
大
学
教
育
学
部
編
『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・

中
国
学
編
』　
一
九
九
一
、『
白
居
易
詩
研
究
』
研
文
出
版
　
二
〇
一
三
　
所
収
）
及
び
衣
若
芬
著
、
森
岡
ゆ
か
り
訳
「
自
己
へ
の
ま
な
ざ
し
―

―
白
居
易
の
写
真
詩
と
対
鏡
詩
―
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
七
号
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

（
５
）　
李
旭
婷
「
唐
宋
士
人
心
態
内
転
的
脈
絡
―
―
以
南
宋
自
題
写
真
詩
爲
視
角
」（『
重
慶
師
範
大
学
学
報
』　
二
〇
一
七
第
四
期
）。

（
６
）　
前
掲
『
大
観
　
北
宋
書
画
特
展
』
参
照
。

（
７
）　
前
掲
「
唐
宋
士
人
心
態
内
転
的
脈
絡
―
―
以
南
宋
自
題
写
真
詩
爲
視
角
」
参
照
。

（
８
）　
人
生
の
「
功
業
」
と
し
て
流
謫
の
地
の
名
前
を
挙
げ
た
後
半
二
句
は
、
そ
の
た
め
に
つ
い
に
は
政
治
上
の
「
功
業
」
を
成
せ
な
か
っ
た
と

い
う
作
者
の
自
嘲
で
あ
る
と
す
る
説
、
ま
た
こ
れ
と
は
逆
に
こ
の
流
謫
が
文
学
の
上
で
は
大
き
な
収
穫
と
成
熟
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
そ
の

功
績
を
誇
っ
て
述
べ
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
前
掲
衣
若
芬
論
文
参
照
）。

（
９
）　
訓
読
・
解
釈
は
前
野
直
彬
『
宋
詩
鑑
賞
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
　
一
九
九
八
）
に
よ
る
。

（
10
）　
訓
読
は
前
掲
「
白
居
易
の
写
真
詩
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
。

（
11
）　
前
掲
『
観
看 

叙
述 

審
美
　
唐
宋
題
画
文
学
論
集
』「
北
宋
題
人
像
画
詩
析
論
」
参
照
。

（
12
）　
李
公
麟
と
王
安
石
の
交
遊
に
つ
い
て
は
西
野
貞
治
「
李
公
麟
―
―
北
宋
文
人
画
の
巨
擘
―
―
の
家
系
と
行
跡
に
つ
い
て
」（
大
阪
市
立
大
学

文
学
部
『
人
文
研
究
』
第
二
五
巻
第
一
分
冊
）pp 92- 101

を
参
照
。



三
一

此
物
は
他
物
に
非
ず
　
　
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
「
真
讃
」「
傳
神
自
讃
」

（
13
）　
訓
読
・
解
釈
な
ど
は
「
王
安
石
五
言
絶
句
訳
注
稿
（
二
）」（『
中
唐
文
学
会
報
』
第
一
七
号
　
二
〇
一
〇
）
所
収
の
「
題
定
林
壁
懷
李
叔
時
」

（
担
当
・
佐
野
誠
子
）
を
参
照
。

（
14
）　
訓
読
は
福
永
光
司
『
荘
子
　
内
篇
』（
朝
日
新
聞
社
　
中
国
古
典
選
七
　
一
九
六
六
）
に
よ
る
。

（
15
）　
南
宋
・
陸
游
『
入
蜀
記
』
乾
道
五
年
七
月
八
日
。
原
文
の
該
当
箇
所
次
の
通
り
。「
塔
後
又
有
定
林
菴
。
舊
聞
先
君
言
李
伯
時
畫
文
公
像
於

菴
之
昭
文
齋
壁
。
著
帽
束
帶
神
彩
如
生
。
文
公
没
、齋
常
扄
閉
。
遇
重
客
至
、寺
僧
開
戸
。
客
忽
見
像
皆
驚
聳
。
覺
生
氣
逼
人
。
寫
照
之
妙
如
此
。

今
菴
經
火
、尺
椽
無
復
存
者
」。
岩
城
秀
夫
訳
注
『
入
蜀
記
』（
平
凡
社
　
東
洋
文
庫
四
六
三
　
一
九
八
六
）
参
照
。
ま
た
『
李
壁
注
』
巻
四
〇
「
昭

文
齋
」
の
注
に
も
「
蔣
山
有
定
林
菴
、
公
嘗
讀
書
於
此
。
米
元
章
榜
曰
昭
文
齋
。
李
伯
時
寫
公
真
於
壁
、
楊
次
公
爲
之
贊
」
と
あ
る
。
肖
像
画

を
描
い
た
の
は
李
公
麟
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
人
の
交
遊
や
陸
游
の
記
載
、
文
人
画
家
と
し
て
の
李
公
麟
の
名
声

な
ど
か
ら
李
公
麟
の
手
に
な
る
も
の
と
仮
定
し
た
。
王
安
石
に
は
「
寄
金
陵
傳
神
者
李
士
雲
」（『
李
壁
注
』
巻
四
三
）「
贈
李
士
雲
」（
同
・
巻

三
）
の
詩
が
あ
り
、
前
者
は
「
衰
容 
一
た
び
見
れ
ば
便
ち
真
か
と
疑
う
、
李
子 

毫
を
揮
い 

故
に
神
有
り
」
と
詠
う
。「
李
士
雲
」
の
名
は
南
宋
・

鄧
椿
『
画
継
』
巻
六
「
人
物
傳
寫
」
の
項
に
み
え
、「
金
陵
人
、
伝
荊
公
神
」
と
あ
る
が
、
そ
の
記
載
は
専
ら
王
安
石
の
詩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　
こ
れ
ら
の
絵
画
の
う
ち
少
な
く
と
も
「
荊
公
遊
鍾
山
圖
」
に
つ
い
て
は
陸
佃
「
書
王
荊
公
遊
鍾
山
圖
後
」
に
「
元
祐
四
年
六
月
六
日
、
伯

時
見
訪
坐
小
室
、
乘
興
爲
予
圖
之
」
と
あ
る
（
王
安
石
は
元
祐
元
年
没
）
こ
と
か
ら
王
安
石
没
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）　
訓
読
・
訳
と
も
に
平
井
俊
栄
訳
注
『
大
乗
仏
典
　
中
国
・
日
本
篇
』
巻
二
「
肇
論
・
三
論
玄
議
」（
中
央
公
論
社
　
一
九
九
〇
）
に
よ
る
。

（
18
）　
訓
読
は
『
白
楽
天
詩
集
』
巻
十
二
及
び
十
五
（
続
国
訳
漢
文
大
成
・
文
学
部
　
国
民
文
庫
刊
行
会
　
一
九
二
八
）
及
び
川
合
康
三
訳
注
『
白

楽
天
詩
選
』（
岩
波
文
庫
　
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
19
）　
訓
読
な
ど
は
前
掲
・
盆
詩
の
会
（
代
表
・
和
田
英
信
）
著
「
王
安
石
五
言
絶
句
訳
注
稿
（
二
）」
所
収
の
拙
稿
「
傳
神
自
讃
」
訳
注
に
よ
る
。

尚
、
こ
の
作
品
は
研
究
会
で
読
ん
だ
も
の
で
あ
り
「
訳
注
稿
」
の
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
当
初
作
品
担
当
で
あ
っ
た
三
瓶
は
る
み
氏
作
成
の

資
料
を
参
照
し
て
い
る
。

（
20
）　
訓
読
は
福
永
光
司
『
荘
子
　
外
篇
』（
朝
日
新
聞
社
　
中
国
古
典
選
八
　
一
九
六
六
）
に
よ
る
。
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（
21
）　
こ
の
逸
話
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
五
「
洞
山
章
」
の
ほ
か
、
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
巻
五
「
雲
巌
章
」
な
ど
に
も
記

さ
れ
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
あ
る
。

（
22
）　
訓
読
、「
我
」
と
「
渠
」
の
関
係
性
ほ
か
テ
キ
ス
ト
の
理
解
に
つ
い
て
は
主
に
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
　
中
国
禅
の
研
究
』（
岩
波
書
店

　
二
〇
一
一
）
第
一
章
『
祖
堂
集
』
と
唐
代
の
禅
・
第
二
節
・
石
頭
系
の
禅pp 111- 135

に
よ
っ
た
。
ま
た
遠
島
満
宗
訓
註
『
曹
洞
二
師
録
　

瑞
州
洞
山
良
价
禅
師
語
録
・
撫
州
曹
山
本
寂
禅
師
語
録
』（
山
喜
房
佛
書
林
　
二
〇
〇
七
）
も
あ
わ
せ
て
参
照
し
た
。

（
23
）　
前
掲
『
語
録
の
思
想
史
』
参
照
。

（
24
）　
清
水
茂
注
『
王
安
石
―
王
半
山
―
』（
岩
波
書
店
　『
岩
波
中
国
詩
人
選
集
二
集
四
』　
一
九
六
二
）。


